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令和２年度 通学路合同点検の結果について 

 

◆ 点検実施時期  令和２年８月３日から８月２１日 

◆ 点 検 結 果  点検実施箇所６９箇所 

うち６７箇所で、９７項目の対策を実施予定 

 

        令和２年度通学路合同点検対策整理表 

 

学校数 合同点検実施箇所 対策必要箇所 必要対策数 

 小学校（２６校） ６０ ５８ ８１ 

中学校 （５校）  ７  ７ １５ 

義務教育学校 

（２校） 
 ３  ３  ３ 

合 計 
７０ 

（６９） 

６８ 

（６７） 

９９ 

（９７） 

 

※ 対策必要箇所・・対策不要箇所及び対策困難箇所を除いた箇所 

※ 必要対策数・・対策必要箇所における実施者別の対策数（国、県、市町村、警察等） 

※ 点検箇所のうち１箇所が小学校・中学校から点検要望があった共通箇所であったため、

合計欄の（ ）内が実数 

１１月定例教育委員会資料 

年月日 令和２年１１月３０日 

担当課 学校保健給食課 

1



中学校区 学校名 点検箇所数
対策必要
箇所数

必要対策数 中学校区 学校名 点検箇所数
対策必要
箇所数

必要対策数

東中 桜ヶ丘中 1 1 2

修立小 1 1 1 面影小 1 1 1

稲葉山小 米里小 1 1 1

岩倉小 3 3 3 津ノ井小 3 3 4

西中 若葉台小 2 2 2

醇風小 中ノ郷中

富桑小 2 2 3 浜坂小

明徳小 1 1 1 中ノ郷小

南中 国府中 1 1 2

日進小 宮ノ下小 3 3 4

美保小 1 1 1 国府東小 1 1 1

倉田小 1 1 3

美保南小 3 3 4

北中

久松小 河原中

遷喬小 2 2 2 河原第一小

城北小 3 3 3 西郷小 1 1 2

江山学園 1 1 1 散岐小 4 3 5

千代南中 1 1 1

高草中 1 1 1 用瀬小 2 1 2

大正小 4 4 5 佐治小

東郷小 気高中

明治小 宝木小 2 2 2

世紀小 瑞穂小 3 3 3

湖東中 浜村小 1 1 4

賀露小 2 2 3 逢坂小 1 1 2

湖山小 7 7 9

末恒小

湖山西小

青谷中 3 3 9

青谷小 5 5 10

　※桜ヶ丘中の点検箇所とその内容は津ノ井小と同一のため、合計の箇所数等を減じている

福部未
来学園 2 2

鹿野学園

令和２年度　中学校区別　点検箇所数・必要対策箇所数

東中校区

桜ヶ丘中校区

西中校区
中ノ郷中校区

湖東中校区

鹿野学園校
区

南中校区

国府中校区

福部未来学
園校区

  必要対策数 ９７対策　（小学校８１　中学校１５　義務教育学校３）

湖南学園校
区

青谷中校区

江山学園
校区

高草中校区

2

  点検箇所数 ６９箇所　（小学校６０　中学校７　義務教育学校３）

  対策必要箇所数 ６７箇所　（小学校５８　中学校７　義務教育学校３）

千代南中校
区

気高中校区

北中校区

河原中校区

湖南学園

2



1
遷

喬
⼩

市
道

智
頭

街
道

市
信

号
機

の
な

い
横

断
歩

道
で

あ
る

が
、

歩
⾏

者
優

先
を

守
ら

な
い

⾞
が

多
い

た
め

、
信

号
機

設
置

を
希

望
す

る
。

点
検

箇
所

よ
り

東
 

そ
れ

ぞ
れ

お
よ

そ
５

０
ｍ

定
周

期
信

号
機

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
新

規
設

置
は

困
難

。
所

管
交

番
の

警
察

官
に

よ
る

登
下

校
時

間
の

⽴
哨

に
よ

り
注

意
喚

起
を

⾏
う

。
警

察
随

時

2
遷

喬
⼩

市
道

智
頭

街
道

市
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト

ア
の

駐
⾞

場
に

⼊
場

す
る

⾞
が

、
歩

⾏
中

の
⼈

が
い

て
も

強
引

に
⼊

る
⾞

が
多

い
。

所
管

交
番

の
警

察
官

に
よ

る
登

下
校

時
間

の
⽴

哨
に

よ
り

、
利

⽤
者

に
注

意
喚

起
を

⾏
う

。
警

察
随

時

3
修

⽴
⼩

県
道

若
葉

台
東

町
線

県
交

差
点

が
狭

い
上

に
交

通
量

が
多

い
た

め
、

若
葉

台
⽅

⾯
か

ら
の

右
折

⾞
両

が
急

に
内

回
り

し
て

曲
が

る
た

め
危

険
。

交
差

点
改

良
を

検
討

す
る

。
県

未
定

4
富

桑
⼩

市
道

 
品

治
 

徳
２

号
線

と
市

道
 

品
治

側
道

線
の

交
差

点
市

⾒
通

し
が

悪
く

危
険

。
既

設
の

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

に
加

え
、

更
に

１
枚

の
カ

ー
ブ

ミ
ラ

ー
設

置
を

要
望

既
存

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

の
⾼

さ
を

下
げ

、
⾞

両
か

ら
の

視
界

の
改

善
を

図
る

。
市

道
路

課
未

定

5
富

桑
⼩

市
道

  
品

治
 

徳
2号

線
, 

品
治

側
道

線
,

旧
 

徳
通

り
, 

品
治

 
徳

6号
線

, 
品

治
30

号
線

, 
品

治
45

号
線

, 
品

治
42

号
線

, 
品

治
⾏

徳
1号

線

市
市

道
 

品
治

側
道

線
 

品
治

南
町

線
以

南
の

エ
リ

ア
に

つ
い

て
、

 
学

校
以

外
に

も
保

育
所

や
病

院
等

の
施

設
が

あ
る

こ
と

、
ま

た
狭

隘
な

道
路

が
多

い
た

め
ゾ

ー
ン

30
の

指
定

を
要

望
す

る
。

①
ゾ

ー
ン

30
の

指
定

を
検

討
す

る
。

②
ゾ

ー
ン

30
の

指
定

に
伴

う
速

度
抑

制
対

策
を

検
討

す
る

。
①

警
察

②
市

道
路

課
未

定

6
城

北
⼩

県
道

伏
野

覚
寺

線
県

交
通

量
が

多
い

た
め

、
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
の

設
置

を
要

望
す

る
も

の
。

直
線

道
路

で
⾒

通
し

も
良

い
た

め
、

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

の
設

置
は

困
難

。
通

学
時

の
安

全
指

導
を

⾏
う

。
学

校
随

時

7
城

北
⼩

県
道

伏
野

覚
寺

線
県

橋
の

柵
の

間
隔

が
広

く
、

川
へ

の
転

落
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

間
隔

を
詰

め
て

ほ
し

い
。

該
当

箇
所

に
つ

い
て

、
柵

の
間

隔
を

詰
め

る
対

策
を

⾏
う

。
県

未
定

8
城

北
⼩

市
道

岩
吉

安
 

線
・

安
 

３
号

線
市

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

の
設

置
を

要
望

。
（

⼦
ど

も
と

⾞
の

接
触

事
故

あ
り

）
交

差
点

形
状

も
問

題
な

く
、

⾒
通

し
も

確
保

さ
れ

て
い

る
た

め
カ

ー
ブ

ミ
ラ

ー
の

設
置

は
困

難
。

⾞
両

運
転

者
へ

の
注

意
喚

起
を

図
る

た
め

、
指

導
線

を
設

置
す

る
。

市
道

路
課

未
定

9
美

保
⼩

市
道

吉
成

線
市

外
側

線
は

あ
る

が
、

歩
道

が
無

く
危

険
。

垂
直

パ
イ

ロ
ン

の
設

置
を

希
望

。
パ

イ
ロ

ン
の

設
置

は
、

⾞
両

の
通

⾏
に

⽀
障

が
出

る
た

め
困

難
。

通
学

路
の

変
更

な
ど

を
検

討
す

る
。

学
校

随
時

10
賀

露
⼩

県
道

⿃
取

港
湖

⼭
停

⾞
場

線
県

賀
露

⼤
橋

側
か

ら
、

横
断

歩
道

を
児

童
が

渡
る

が
、

交
通

量
が

多
く

危
険

。
賀

露
南

⼤
橋

信
号

か
ら

賀
露

⼤
橋

横
断

歩
道

ま
で

の
朝

の
通

学
時

間
帯

を
進

⼊
禁

⽌
に

し
て

ほ
し

い
。

現
地

調
査

の
上

、
進

⼊
禁

⽌
（

⾞
種

限
定

等
の

場
合

あ
り

）
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

規
制

に
は

、
地

元
か

ら
の

要
望

書
が

必
要

。
地

域
警

察
未

定

11
賀

露
⼩

主
要

地
⽅

道
⿃

取
港

線
県

「
か

ろ
い

ち
」

に
向

か
う

道
路

幅
が

広
く

、
交

通
量

も
多

い
た

め
横

断
が

危
険

。
信

号
機

の
設

置
を

希
望

。

①
⼟

⽇
等

休
⽇

の
交

通
量

も
調

査
し

た
上

で
、

信
号

機
設

置
の

再
検

討
を

す
る

。
②

消
え

か
け

た
ゼ

ブ
ラ

の
更

新
を

検
討

す
る

。

 
①

警
察

 
②

県
未

定

12
明

徳
⼩

主
要

地
⽅

道
⿃

取
港

線
（

県
道

４
１

号
線

）
県

交
通

量
が

多
い

が
、

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

も
縁

⽯
も

な
く

危
険

。
該

当
箇

所
に

つ
い

て
縁

⽯
の

設
置

を
検

討
す

る
。

（
周

辺
事

業
者

と
の

調
整

が
必

要
）

県
未

定

対
策

内
容

対
策

者
実

施
時

期

令
和

２
年

度
通

学
路

合
同

点
検

結
果

⼀
覧

対
策

要
望

・
危

険
な

状
況

通
し

番
号

道
 

路
 

名
道

路
管

理
者

学
校

名

3



対
策

内
容

対
策

者
実

施
時

期
対

策
要

望
・

危
険

な
状

況
通

し
番

号
道

 
路

 
名

道
路

管
理

者
学

校
名

13
倉

⽥
⼩

市
道

⼋
坂

３
号

線
市

学
校

側
横

断
歩

道
付

近
で

⾞
が

⾼
速

で
通

過
す

る
こ

と
が

あ
り

危
険

な
た

め
、

例
え

ば
ゾ

ー
ン

３
０

の
指

定
な

ど
で

き
な

い
か

。

①
ゾ

ー
ン

30
は

道
路

の
規

模
か

ら
指

定
の

対
象

と
は

な
ら

な
い

。
朝

の
通

学
時

間
帯

に
⼤

型
貨

物
⾞

の
通

⾏
規

制
を

か
け

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
②

横
断

歩
道

、
40

㎞
/h

の
道

路
標

⽰
の

補
修

を
⾏

う
。

③
「

減
速

」
マ

ー
ク

の
追

加
を

検
討

す
る

。

①
②

警
察

③
市

道
路

課
未

定

14
⾯

影
⼩

県
道

若
葉

台
東

町
線

（
県

道
３

２
３

号
線

）
・

市
道

正
連

寺
２

号
線

・
正

連
寺

団
地

２
号

線
（

交
差

点
）

市
・

県
通

学
中

の
児

童
が

四
叉

路
を

確
認

し
な

け
れ

ば
な

ら
ず

、
道

幅
も

狭
い

た
め

⾞
と

接
触

す
る

恐
れ

が
あ

る
。

接
触

を
避

け
る

た
め

、
注

意
喚

起
を

す
る

看
板

の
設

置
を

要
望

。

過
去

の
通

学
路

点
検

で
“通

学
路

”の
路

⾯
標

⽰
と

カ
ラ

ー
舗

装
、

ス
ト

ッ
プ

マ
ー

ク
を

設
置

済
。

地
域

の
合

意
形

成
が

あ
れ

ば
正

連
寺

２
号

線
へ

の
進

⼊
禁

⽌
時

間
規

制
を

検
討

す
る

。
地

域
→

警
察

未
定

15
⼤

正
⼩

市
道

南
城

北
団

地
１

７
号

線
市

公
園

に
接

す
る

道
路

は
、

朝
⼣

交
通

量
が

多
く

危
険

。
⼀

時
停

⽌
や

速
度

制
限

を
す

る
必

要
が

あ
る

。

①
南

北
に

通
る

２
本

の
市

道
（

南
城

北
団

地
２

３
号

線
・

２
４

号
線

）
に

⼀
時

停
⽌

の
規

制
を

検
討

す
る

。
②

 
動

 
の

速
度

抑
 

な
ど

の
効

果
を

狙
い

、
公

園
前

を
含

む
東

 
の

区
間

に
路

側
帯

の
設

置
を

検
討

す
る

。

①
警

察
②

市
道

路
課

未
定

16
⼤

正
⼩

主
要

地
⽅

道
⿃

取
⿅

野
倉

吉
線

県
防

護
柵

が
⽊

製
だ

が
、

近
年

全
国

的
に

交
差

点
で

⾞
が

突
⼊

す
る

事
故

が
多

発
し

て
お

り
、

危
険

。
⽊

製
の

防
護

柵
を

、
⾞

の
突

⼊
時

に
安

全
性

の
⾼

い
、

強
度

が
強

い
材

質
の

も
の

に
変

更
す

る
よ

う
検

討
す

る
。

県
未

定

17
⼤

正
⼩

市
道

古
海

22
号

線
（

⾼
草

団
地

ゴ
ミ

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

前
交

差
点

）
市

⾞
両

に
対

す
る

「
⽌

ま
れ

」
表

⽰
が

な
い

た
め

、
速

度
を

落
と

さ
ず

⾞
両

が
通

過
す

る
。

東
 

 
向

に
各

１
箇

所
、

 
時

停
 

（
 

ま
れ

）
の

表
 

設
置

を
検

討
す

る
。

警
察

未
定

18
⼤

正
⼩

県
道

⾼
路

古
海

線
県

交
通

量
が

増
え

て
危

険
。

ス
ク

ー
ル

ゾ
ー

ン
か

ゾ
ー

ン
３

０
の

路
⾯

表
⽰

を
要

望
。

沿
線

に
住

宅
・

事
業

所
が

あ
り

、
道

路
改

良
は

困
難

。
既

に
速

度
規

制
（

３
０

キ
ロ

）
は

さ
れ

て
い

る
。

要
望

区
間

は
幹

線
道

路
で

あ
る

た
め

、
ゾ

ー
ン

３
０

は
実

施
で

き
な

い
。

受
け

持
ち

駐
在

所
に

よ
る

警
戒

を
実

施
す

る
。

警
察

随
時

19
湖

⼭
⼩

市
道

湖
⼭

賀
露

線
市

交
差

点
内

の
横

断
歩

道
が

奥
ま

っ
て

い
る

。
徐

⾏
マ

ー
ク

が
必

要
。

①
横

断
歩

道
の

位
置

を
ど

こ
ま

で
前

（
市

道
湖

⼭
賀

露
線

側
）

に
出

せ
る

か
検

討
す

る
。

②
①

の
対

策
実

施
に

必
要

と
な

る
歩

道
の

切
り

下
げ

な
ど

の
道

路
改

良
を

、
警

察
と

協
議

の
上

、
検

討
す

る
。

①
警

察
②

市
道

路
課

未
定

20
湖

⼭
⼩

市
道

⼤
学

通
り

市
路

側
帯

の
幅

が
狭

く
、

⼦
ど

も
が

⾞
道

を
歩

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
た

め
危

険
。

幅
員

が
狭

く
、

路
側

帯
を

広
げ

る
の

は
困

難
。

⾞
の

ス
ピ

ー
ド

を
落

と
す

よ
う

な
措

置
を

検
討

す
る

。
市

道
路

課
未

定

21
湖

⼭
⼩

県
道

湖
⼭

停
⾞

場
布

勢
線

県
押

し
ボ

タ
ン

式
信

号
の

横
断

歩
道

の
⼈

だ
ま

り
が

狭
く

、
左

折
⾞

の
巻

き
込

み
が

⼼
配

。
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
等

の
対

策
を

要
望

。

①
現

在
の

現
地

の
道

路
状

況
で

は
、

道
路

改
良

に
よ

る
対

策
は

困
難

。
信

号
待

ち
の

際
、

道
路

に
は

み
出

さ
な

い
よ

う
注

意
喚

起
す

る
路

⾯
シ

ー
ル

を
設

置
す

る
。

②
信

号
待

ち
の

際
、

道
路

に
は

み
出

さ
な

い
よ

う
、

児
童

に
対

し
指

導
を

⾏
う

。

①
市

協
働

推
進

課 ②
学

校

①
R2

.8
実

施
済

②
随

時

22
湖

⼭
⼩

市
道

湖
⼭

地
下

道
線

市
路

側
帯

が
無

い
た

め
、

⼦
ど

も
が

⾞
道

を
歩

い
て

お
り

危
険

。
路

側
帯

の
設

置
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

市
道

路
課

未
定

4



対
策

内
容

対
策

者
実

施
時

期
対

策
要

望
・

危
険

な
状

況
通

し
番

号
道

 
路

 
名

道
路

管
理

者
学

校
名

23
湖

⼭
⼩

県
道

湖
⼭

停
⾞

場
布

勢
線

県
交

通
量

が
多

く
、

横
断

歩
道

の
横

断
が

危
険

。
押

し
ボ

タ
ン

式
信

号
の

設
置

を
要

望
。

信
号

機
を

設
置

す
る

に
は

、
場

所
が

私
有

地
と

な
っ

て
し

ま
う

た
め

、
設

置
は

困
難

。
横

断
歩

道
を

横
断

す
る

際
の

安
全

に
つ

い
て

、
児

童
に

指
導

す
る

。
学

校
随

時

24
湖

⼭
⼩

市
道

新
川

⿃
農

通
り

市
路

側
帯

の
幅

が
ほ

と
ん

ど
無

く
、

通
⾏

に
危

険
が

あ
る

。

道
路

の
幅

員
が

不
⾜

し
て

い
る

た
め

、
現

状
の

ま
ま

通
学

す
る

側
の

路
側

帯
を

広
げ

る
こ

と
は

不
可

能
。

反
対

側
の

路
側

帯
の

幅
を

縮
⼩

し
、

縮
⼩

し
た

幅
の

分
、

通
学

す
る

側
の

路
側

帯
を

拡
幅

す
る

こ
と

が
可

能
か

検
討

す
る

。

市
道

路
課

未
定

25
湖

⼭
⼩

県
道

湖
⼭

停
⾞

場
布

勢
線

県
踏

切
と

信
号

に
よ

る
渋

滞
が

多
発

し
、

渋
滞

し
て

い
る

⾞
の

間
に

横
断

歩
道

が
あ

る
こ

と
が

多
く

、
⼤

変
に

危
険

。
押

し
ボ

タ
ン

式
信

号
の

設
置

。
歩

道
橋

の
設

置
。

①
ハ

ー
ド

的
な

対
策

は
困

難
（

横
断

歩
道

…
設

置
す

る
と

、
踏

切
で

停
⽌

す
る

⾞
の

影
か

ら
横

断
す

る
こ

と
に

な
り

危
険

。
歩

道
橋

…
道

路
の

現
況

で
は

、
歩

道
橋

の
設

置
は

不
可

能
。

）
②

通
学

指
導

や
、

⾒
守

り
活

動
に

よ
り

安
全

な
通

学
に

努
め

る
。

よ
り

安
全

な
経

路
で

通
学

で
き

な
い

か
検

討
す

る
。

学
校

随
時

26
⽶

⾥
⼩

市
道

中
⼤

路
雲

⼭
線

市
⽤

⽔
路

の
⽔

量
が

増
え

る
時

期
に

蓋
が

な
い

と
こ

ろ
が

危
険

な
の

で
、

蓋
等

の
設

置
を

要
望

。

農
業

従
事

者
の

進
⼊

路
を

残
す

必
要

が
あ

る
た

め
、

全
⾯

に
わ

た
る

柵
の

設
置

は
困

難
。

⽔
路

に
隣

接
す

る
⽔

⽥
所

有
者

と
協

議
の

上
、

転
落

防
 

策
の

設
置

（
延

 
）

を
検

討
す

る
。

市
農

村
整

備
課

未
定

27
津

ノ
井

⼩
桜

ヶ
丘

中
市

道
久

末
⽣

⼭
線

市
交

通
量

が
多

く
、

か
な

り
の

ス
ピ

ー
ド

で
⾞

が
⾛

⾏
し

て
い

る
が

、
横

断
歩

道
に

信
号

が
な

い
。

以
前

、
⾼

校
の

⽣
徒

が
事

故
に

あ
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
信

号
の

設
置

を
要

望
。

①
信

号
機

の
設

置
に

つ
い

て
、

検
討

を
⾏

う
。

②
信

号
機

が
設

置
さ

れ
る

場
合

、
視

認
性

確
保

の
た

め
街

路
樹

の
整

備
を

実
施

す
る

。

①
警

察
②

市
道

路
課

未
定

28
津

ノ
井

⼩
県

道
津

ノ
井

国
府

線
県

歩
⾏

ス
ペ

ー
ス

が
狭

く
、

歩
⾏

者
の

脇
を

⾃
動

⾞
が

⾛
⾏

す
る

た
め

危
険

。
路

肩
の

カ
ラ

ー
舗

装
及

び
路

側
帯

の
拡

張
を

要
望

。
路

側
帯

の
カ

ラ
ー

舗
装

等
を

検
討

す
る

。
県

未
定

29
津

ノ
井

⼩
県

道
若

葉
台

東
町

線
県

歩
道

が
狭

く
、

横
断

歩
道

を
渡

る
児

童
の

待
機

場
所

が
な

い
た

め
、

⾃
動

⾞
店

の
敷

地
内

に
⼊

っ
て

し
ま

う
。

ま
た

、
交

差
点

で
も

あ
り

、
内

輪
差

等
で

巻
き

込
ま

れ
そ

う
で

危
険

な
た

め
ポ

ー
ル

等
の

設
置

を
要

望
。

Ｒ
の

な
い

直
線

的
な

交
差

点
形

状
。

ゼ
ブ

ラ
処

理
等

で
内

回
り

し
に

く
く

な
る

⽅
策

を
検

討
す

る
。

県
未

定

30
岩

倉
⼩

県
道

２
９

１
号

⿃
取

国
府

線
県

歩
道

の
側

溝
が

滑
り

や
す

く
、

段
差

も
あ

り
、

低
学

年
が

転
ん

で
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
。

滑
ら

な
い

よ
う

な
対

策
を

要
望

。

グ
レ

ー
チ

ン
グ

と
交

換
可

能
な

コ
ン

ク
リ

ー
ト

蓋
製

品
が

存
在

し
な

い
た

め
、

蓋
交

換
に

よ
る

対
応

は
困

難
。

県
道

拡
幅

事
業

に
あ

わ
せ

て
検

討
を

⾏
う

。
県

未
定

31
岩

倉
⼩

主
要

地
⽅

道
⿃

取
国

府
岩

美
線

県
交

通
量

が
多

く
、

⾞
の

ス
ピ

ー
ド

が
出

て
い

る
。

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

の
設

置
を

要
望

。

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

は
、

道
路

が
⾒

通
し

の
良

い
直

線
の

た
め

、
設

置
の

必
要

性
が

少
な

い
が

、
ウ

ェ
ル

ネ
ス

の
交

差
点

に
あ

る
横

断
防

⽌
柵

を
頑

丈
な

も
の

に
交

換
す

る
よ

う
検

討
す

る
。

県
未

定

32
岩

倉
⼩

県
道

２
９

１
号

⿃
取

国
府

線
・

市
道

⽴
川

岩
倉

線
交

差
点

県
・

市
曲

が
り

⾓
が

狭
い

た
め

、
歩

道
の

拡
張

を
要

望
。

対
策

実
施

は
、

⽤
地

確
保

の
点

か
ら

対
応

困
難

で
あ

り
、

県
道

拡
幅

事
業

に
あ

わ
せ

て
検

討
す

る
。

県
未

定

5



対
策

内
容

対
策

者
実

施
時

期
対

策
要

望
・

危
険

な
状

況
通

し
番

号
道

 
路

 
名

道
路

管
理

者
学

校
名

33
美

保
南

⼩
市

道
吉

成
宮

 
２

号
線

市
通

学
と

通
勤

の
時

間
が

重
な

り
、

⾞
も

通
る

た
め

、
外

側
線

の
設

置
を

要
望

。
外

側
線

を
施

⼯
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
市

道
路

課
未

定

34
美

保
南

⼩
市

道
吉

成
宮

 
２

号
線

市
道

が
９

０
度

に
曲

が
り

⾒
通

し
が

悪
い

上
、

⼀
時

停
⽌

の
標

識
が

無
い

た
め

、
出

合
頭

に
衝

突
す

る
危

険
が

あ
る

。
カ

ー
ブ

ミ
ラ

ー
⼜

は
⼀

時
停

⽌
の

規
制

を
要

望
。

①
カ

ー
ブ

ミ
ラ

ー
は

隅
切

り
が

あ
る

場
合

、
基

本
的

に
設

置
し

な
い

た
め

困
難

。
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

を
施

⼯
す

る
予

定
。

②
カ

ー
ブ

内
の

み
の

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ン
の

施
⼯

を
検

討
す

る
。

①
②

市
道

路
課

未
定

35
美

保
南

⼩
市

道
吉

成
宮

 
１

号
線

市
信

号
に

向
か

っ
て

ス
ピ

ー
ド

を
出

す
⾞

が
多

い
上

、
⾒

通
し

が
悪

く
、

出
合

頭
に

衝
突

す
る

危
険

が
あ

る
た

め
、

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

の
設

置
を

要
望

。

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

は
隅

切
り

が
あ

る
場

合
、

基
本

的
に

設
置

し
な

い
た

め
困

難
。

国
道

２
９

号
と

の
交

差
点

の
信

号
サ

イ
ク

ル
を

⾒
直

し
、

ス
ピ

ー
ド

を
出

し
に

く
く

す
る

⽅
法

を
検

討
す

る
。

警
察

未
定

36
若

葉
台

⼩
市

道
わ

か
ば

郵
便

局
通

り
・

若
葉

台
南

１
号

線
交

差
点

市
「

ゾ
ー

ン
３

０
」

の
区

域
内

だ
が

、
標

⽰
が

な
い

た
め

ス
ピ

ー
ド

を
出

す
⾞

が
あ

り
危

険
。

「
ゾ

ー
ン

３
０

」
の

標
⽰

を
要

望
。

「
ゾ

ー
ン

３
０

」
の

表
⽰

に
つ

い
て

は
、

エ
リ

ア
を

明
確

に
す

る
た

め
、

ゾ
ー

ン
の

⼊
り

⼝
に

し
か

設
置

で
き

な
い

た
め

、
「

３
０

」
と

い
う

路
⾯

表
⽰

を
設

置
す

る
。

警
察

未
定

37
若

葉
台

⼩
市

道
わ

か
ば

⼭
⼿

通
り

市
横

断
歩

道
は

あ
る

が
、

広
い

道
路

で
⾒

通
し

も
よ

く
、

ス
ピ

ー
ド

を
か

な
り

出
し

て
⾛

⾏
す

る
⾞

が
多

く
危

険
。

４
０

ｋ
ｍ

の
速

度
制

限
を

か
け

て
ほ

し
い

。

も
う

⼀
つ

の
環

状
道

路
で

あ
る

市
道

若
葉

中
央

通
り

の
速

度
規

制
が

５
０

キ
ロ

で
あ

る
た

め
、

整
合

性
を

取
り

５
０

㌔
で

の
速

度
規

制
を

検
討

す
る

。
規

制
に

は
、

地
域

住
 

の
合

意
形

成
が

必
要

。
警

察
未

定

38
江

⼭
学

園
県

道
猪

ノ
⼦

国
安

線
県

冬
季

の
部

活
帰

り
の

時
間

帯
が

暗
い

た
め

、
街

灯
の

設
置

を
要

望
。

道
路

灯
の

設
置

は
、

⾃
転

⾞
の

通
学

の
た

め
と

い
う

の
は

難
し

く
、

⾃
動

⾞
の

通
⾏

と
い

う
観

点
に

な
る

が
、

点
検

箇
所

へ
の

設
置

は
難

し
い

。
防

犯
灯

と
し

て
の

照
明

設
置

を
地

元
地

域
（

補
助

申
請

は
市

へ
）

で
検

討
す

る
。

地
域

未
定

39
⾼

草
中

市
道

徳
尾

５
号

線
市

歩
道

が
狭

く
、

⾞
道

に
は

み
出

す
こ

と
が

あ
り

危
険

な
た

め
、

側
溝

へ
の

蓋
の

設
置

を
要

望
。

歩
道

は
、

⽣
徒

⼀
⼈

が
通

⾏
す

る
た

め
の

⼗
分

な
幅

が
あ

り
、

ま
た

側
溝

（
⽔

路
）

に
蓋

を
か

け
る

こ
と

は
管

理
上

⽀
障

を
き

た
す

た
め

、
現

状
ど

お
り

と
す

る
。

⾞
道

へ
の

は
み

出
し

に
つ

い
て

は
、

⾃
転

⾞
通

学
者

は
⾞

道
を

⾛
⾏

す
る

こ
と

と
あ

わ
せ

て
、

学
校

が
⽣

徒
に

対
し

通
学

指
導

を
⾏

う
。

学
校

随
時

40
宮

ノ
下

⼩
主

要
地

⽅
道

⿃
取

国
府

岩
美

線
（

県
道

３
１

号
線

）
県

歩
⾏

者
信

号
が

短
く

、
慌

て
て

渡
る

た
め

危
険

で
あ

り
、

信
号

の
時

間
の

延
 

を
要

望
。

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

等
の

頑
丈

な
防

護
柵

の
設

置
を

要
望

。

①
信

号
時

間
の

延
 

を
実

施
す

る
。

②
防

護
柵

の
設

置
を

検
討

す
る

。
①

警
察

②
県

①
R2

.8
実

施
済

②
未

定

41
宮

ノ
下

⼩
市

道
広

 
１

号
線

、
上

町
屋

１
号

線
及

び
町

屋
１

１
号

線
市

雑
草

の
背

丈
が

⾼
く

、
⼈

通
り

も
少

な
い

た
め

、
防

犯
⾯

で
も

危
険

。
上

町
屋

か
ら

の
合

流
⼿

前
の

⼟
⼿

は
、

幅
が

狭
く

歩
⾏

⽤
⽩

線
が

消
え

て
い

る
。

町
屋

11
号

線
は

、
点

検
時

に
は

国
⼟

交
通

省
に

よ
る

除
草

作
業

が
終

わ
っ

て
お

り
、

 
通

し
に

つ
い

て
は

問
題

な
し

。
広

 
1号

線
は

、
現

在
歩

道
整

備
中

で
あ

り
、

歩
道

新
設

に
併

せ
て

⽩
線

の
引

き
直

し
を

年
次

的
に

⾏
う

予
定

。

市
道

路
課

Ｒ
４

年
度

ま
で

6



対
策

内
容

対
策

者
実

施
時

期
対

策
要

望
・

危
険

な
状

況
通

し
番

号
道

 
路

 
名

道
路

管
理

者
学

校
名

42
宮

ノ
下

⼩
県

道
三

代
寺

宮
下

線
県

中
郷

橋
か

ら
Ｊ

Ａ
い

な
ば

ま
で

の
歩

道
街

路
樹

周
辺

が
根

の
拡

⼤
に

よ
り

盛
り

上
が

っ
て

い
る

箇
所

が
あ

り
、

転
倒

の
危

険
性

が
あ

る
。

ま
た

、
街

路
樹

は
、

⽑
⾍

が
発

⽣
し

た
り

、
下

付
近

よ
り

枝
が

出
た

り
、

丈
の

⾼
い

雑
草

が
⽣

え
た

り
し

て
視

界
が

悪
い

。

歩
道

の
段

差
が

4 
5c

m
あ

る
と

こ
ろ

も
あ

る
。

通
学

路
で

使
 

さ
れ

る
町

屋
側

の
歩

道
の

ひ
ど

い
と

こ
ろ

か
ら

状
況

を
確

認
し

、
整

備
を

検
討

す
る

。
害

⾍
対

策
は

定
期

的
に

⾏
っ

て
い

る
。

県
Ｒ

２
.1

0以
降

順
次

43
国

府
東

⼩
市

道
⾼

岡
宝

殿
線

市
約

１
０

ｍ
の

間
、

⽤
⽔

路
へ

の
落

下
防

⽌
措

置
が

さ
れ

て
い

な
い

区
間

が
あ

る
た

め
、

対
策

を
要

望
。

⽤
⽔

路
の

深
さ

は
市

の
防

護
柵

設
置

基
準

の
1m

に
満

た
な

い
た

め
、

防
護

柵
の

設
置

は
困

難
。

ま
た

、
歩

道
と

⽔
路

の
間

に
段

差
を

設
け

る
こ

と
は

、
躓

い
て

転
倒

等
の

危
険

性
が

あ
る

。
⼦

供
を

近
づ

か
せ

な
い

有
効

な
対

策
が

な
い

か
検

討
を

⾏
う

。

国
府

⽀
所

未
定

44
国

府
中

県
道

三
代

寺
宮

下
線

（
中

郷
橋

）
県

⼩
学

⽣
と

中
学

⽣
が

登
校

時
に

⾏
き

か
う

こ
と

や
、

橋
の

た
も

と
の

信
号

機
の

 
信

号
の

短
さ

で
危

険
が

あ
り

、
中

郷
橋

の
拡

張
を

要
望

。
①

信
号

時
間

の
延

 
を

実
施

す
る

。
②

中
郷

橋
は

歩
道

の
拡

張
及

び
橋

の
架

け
替

え
が

予
定

さ
れ

て
い

る
。

①
警

察
②

県
①

R2
.8

実
施

済
②

Ｒ
4年

度
以

降

45
福

部
未

来
学

園
主

要
地

⽅
道

⿃
取

福
部

線
（

県
道

４
３

号
線

）
福

部
Ｉ

Ｃ
付

近
県

朝
の

ラ
ッ

シ
ュ

時
の

⾞
の

交
通

量
が

多
い

た
め

、
信

号
機

の
設

置
を

要
望

。

当
該

箇
所

は
信

号
機

設
置

の
基

準
の

交
通

量
に

満
た

な
い

た
め

、
困

難
。

⼩
学

⽣
が

集
団

登
校

で
横

断
歩

道
を

渡
る

と
き

の
た

め
、

⽀
所

で
旗

等
の

設
置

を
検

討
す

る
。

福
部

⽀
所

未
定

46
福

部
未

来
学

園
⼭

陰
近

畿
⾃

動
⾞

道
福

部
Ｉ

Ｃ
下

り
出

⼝
国

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

出
⼝

の
交

通
量

が
多

く
て

危
険

。
信

号
機

の
設

置
を

要
望

。

当
該

箇
所

は
信

号
機

設
置

の
基

準
の

交
通

量
に

満
た

な
い

た
め

、
困

難
。

⼩
学

⽣
が

集
団

登
校

で
横

断
歩

道
を

渡
る

と
き

の
た

め
、

⽀
所

で
旗

等
の

設
置

を
検

討
す

る
。

福
部

⽀
所

未
定

47
 

郷
 

県
道

本
⿅

⾼
福

線
・

市
道

中
井

⼭
上

線
県

・
市

県
道

で
グ

リ
ー

ン
ゾ

ー
ン

が
途

切
れ

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

り
危

険
な

た
め

、
横

断
歩

道
の

設
置

を
要

望
。

ま
た

、
倉

庫
に

よ
り

⾞
か

ら
児

童
が

⾒
え

に
く

い
た

め
、

⼀
時

停
⽌

の
規

制
を

要
望

。

①
歩

道
が

な
い

箇
所

に
つ

い
て

、
グ

リ
ー

ン
ゾ

ー
ン

塗
装

を
検

討
す

る
。

②
交

通
量

が
少

な
く

、
横

断
歩

道
設

置
は

困
難

。
⼀

時
停

⽌
規

制
の

⼿
続

き
を

進
め

る
。

①
県

②
警

察
①

未
定

②
未

定

48
散

岐
⼩

県
道

１
９

５
号

鷹
狩

渡
⼀

本
⽊

線
県

佐
貫

中
⼟

居
集

会
所

前
の

横
断

歩
道

の
待

ち
場

所
が

狭
い

。
⼤

型
⾞

も
通

り
、

⼀
⾞

線
の

た
め

危
険

。
道

路
の

２
⾞

線
化

、
歩

道
の

設
置

を
要

望
。

要
望

実
現

の
た

め
に

は
、

⼤
規

模
な

道
路

改
修

が
必

要
で

あ
り

、
現

時
点

で
の

対
応

は
困

難
。

学
校

に
お

い
て

、
通

学
時

の
安

全
指

導
を

⾏
う

。
学

校
随

時

49
散

岐
⼩

市
道

佐
貫

尾
上

線
市

カ
ー

ブ
の

⾒
通

し
が

悪
く

、
児

童
が

⾞
と

ぶ
つ

か
り

そ
う

で
危

険
。

通
常

の
注

意
を

払
っ

た
運

転
で

対
応

で
き

る
状

況
と

判
断

し
、

現
状

ど
お

り
と

す
る

。
現

状
ど

お
り

50
散

岐
⼩

市
道

下
佐

貫
１

号
線

・
向

羅
線

市
向

羅
線

に
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
の

設
置

。
 

 
橋

 
前

市
道

へ
横

断
歩

道
、

街
灯

の
設

置
。

速
度

規
制

の
要

望
。

①
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
は

、
道

路
の

幅
員

が
狭

く
な

る
た

め
設

置
で

き
な

い
。

照
明

は
、

防
犯

灯
と

し
て

地
元

申
請

に
よ

り
設

置
検

討
が

可
能

。
②

待
機

場
所

が
無

い
な

ど
横

断
歩

道
の

設
置

は
で

き
な

い
。

道
路

幅
員

等
か

ら
、

速
度

規
制

は
で

き
な

い
。

（
警

察
）

①
地

域
未

定

7



対
策

内
容

対
策

者
実

施
時

期
対

策
要

望
・

危
険

な
状

況
通

し
番

号
道

 
路

 
名

道
路

管
理

者
学

校
名

51
散

岐
⼩

県
道

１
９

５
号

鷹
狩

渡
⼀

本
⽊

線
県

下
佐

貫
バ

ス
停

前
に

横
断

歩
道

が
無

く
、

夜
間

照
明

も
無

い
の

で
危

険
。

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

が
交

差
し

、
出

ら
れ

な
い

箇
所

が
あ

り
危

険
。

横
断

歩
道

、
街

路
灯

、
停

⽌
線

を
下

佐
貫

バ
ス

停
前

に
設

置
。

横
断

歩
道

あ
り

表
⽰

、
速

度
規

制
、

横
断

歩
道

等
の

薄
く

な
っ

た
路

⾯
表

⽰
の

再
塗

装
。

①
街

路
灯

は
⾞

の
⾛

⾏
の

安
全

の
た

め
設

置
す

る
も

の
で

、
歩

⾏
者

⽤
で

の
設

置
は

で
き

な
い

。
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
の

交
差

は
、

歩
⾏

者
が

⼊
れ

な
い

よ
う

に
す

る
。

②
街

路
灯

は
防

犯
灯

と
し

て
、

地
元

申
請

に
よ

り
設

置
検

討
が

可
能

。
③

横
断

歩
道

は
、

近
く

に
既

設
の

横
断

歩
道

が
２

つ
あ

り
、

新
設

で
き

な
い

。
薄

く
な

っ
た

路
⾯

表
⽰

は
、

対
応

の
⼿

続
き

を
進

め
る

。

 
①

県
 

②
地

域
 

③
警

察

①
Ｒ

３
年

度
②

未
定

③
未

定

52
⽤

瀬
⼩

国
道

５
３

号
線

（
⿃

居
野

横
断

歩
道

）
国

登
下

校
時

の
⾞

の
往

来
が

多
く

、
横

断
の

際
に

危
険

な
た

め
、

信
号

機
の

設
置

を
要

望
。

①
横

断
歩

道
の

利
⽤

者
が

少
な

く
カ

ー
ブ

か
ら

10
0ｍ

以
上

あ
り

、
信

号
機

設
置

は
難

し
い

。
横

断
歩

道
⼿

前
の

ひ
し

形
マ

ー
ク

は
通

常
２

つ
で

あ
る

が
、

３
つ

と
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
②

「
こ

の
先

横
断

歩
道

あ
り

」
等

、
注

意
喚

起
を

促
す

看
板

の
設

置
を

検
討

す
る

。

 
①

警
察

 
②

国
交

省
①

未
定

②
未

定

53
⽤

瀬
⼩

市
道

⽤
瀬

三
⾓

線
（

東
井

神
社

横
）

市
枝

が
道

路
側

に
出

て
お

り
、

⾒
通

し
が

悪
く

な
っ

て
い

る
。

町
内

で
⼤

規
模

な
伐

採
作

業
を

⾏
い

、
歩

道
の

確
保

は
で

き
て

お
り

、
現

状
ど

お
り

と
す

る
。

現
状

ど
お

り

54
千

代
南

中
国

道
５

３
号

線
国

横
断

歩
道

横
の

⾃
転

⾞
横

断
帯

の
線

が
薄

く
、

⾞
の

運
転

者
か

ら
⾒

え
な

い
。

⾃
転

⾞
横

断
帯

の
塗

り
直

し
を

実
施

す
る

。
警

察
Ｒ

2年
度

中

55
宝

⽊
⼩

市
道

宝
⽊

中
央

線
市

国
道

９
号

線
か

ら
宝

⽊
に

⼊
る

と
こ

ろ
で

、
以

前
も

⼟
砂

崩
れ

が
あ

り
危

険
な

た
め

、
ガ

ー
ド

を
作

っ
て

ほ
し

い
。

植
物

が
繁

茂
し

て
お

り
⼟

砂
崩

れ
の

危
険

性
が

低
い

た
め

、
定

期
的

に
パ

ト
ロ

ー
ル

を
⾏

い
監

視
す

る
。

経
過

を
⾒

な
が

ら
、

溜
ま

っ
た

⼟
砂

等
が

あ
れ

ば
、

撤
去

を
⾏

う
。

産
業

建
設

課
・

 
 

事
事

務
所

随
時

56
宝

⽊
⼩

市
道

宝
⽊

酒
津

⽔
尻

線
市

歩
道

が
狭

く
、

⾞
と

の
距

離
が

近
い

、
カ

ー
ブ

に
な

っ
て

お
り

危
険

。
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
や

ポ
ー

ル
⼜

は
横

断
歩

道
の

設
置

を
要

望
。

急
な

カ
ー

ブ
の

箇
所

へ
の

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

や
ポ

ー
ル

の
設

置
は

道
路

幅
が

狭
く

な
る

た
め

困
難

。
既

存
の

歩
道

を
児

童
が

通
学

で
き

る
よ

う
に

、
横

断
歩

道
の

設
置

を
検

討
す

る
。

警
察

Ｒ
3年

度

57
瑞

穂
⼩

県
道

２
３

３
号

⽮
⼝

⿅
野

線
県

歩
道

⽥
畑

側
の

溝
に

児
童

が
落

ち
る

危
険

が
あ

る
た

め
、

転
落

防
⽌

柵
を

設
置

し
て

ほ
し

い
。

横
断

歩
道

が
薄

く
な

っ
て

い
る

た
め

塗
り

直
し

て
ほ

し
い

。

①
歩

道
か

ら
⽥

畑
側

へ
の

⾼
さ

が
1m

に
満

た
な

い
た

め
、

ガ
ー

ド
パ

イ
プ

の
設

置
は

不
要

。
（

県
）

②
横

断
歩

道
は

、
塗

り
直

し
を

検
討

す
る

。
②

警
察

Ｒ
3年

度

58
瑞

穂
⼩

県
道

２
３

３
号

⽮
⼝

⿅
野

線
県

 
野

 
 

か
ら

 
取

 
道

路
に

向
か

っ
て

ス
ピ

ー
ド

を
出

す
 

が
増

え
て

お
り

、
通

学
路

の
標

識
の

設
置

を
要

望
。

当
該

歩
道

は
幅

員
の

確
保

や
縁

⽯
の

設
置

で
安

全
を

確
保

し
て

い
る

。
通

学
路

標
識

は
県

の
基

準
で

は
設

置
し

な
い

。
通

学
指

導
の

徹
底

に
よ

り
安

全
確

保
を

図
る

。
学

校
随

時

59
瑞

穂
⼩

市
道

３
７

１
下

坂
本

村
内

線
市

歩
道

が
無

く
、

４
０

セ
ン

チ
ほ

ど
の

路
側

帯
が

両
側

に
あ

る
。

グ
リ

ー
ン

塗
装

の
設

置
⼜

は
通

学
路

の
標

識
設

置
を

要
望

。
ま

た
、

薄
く

な
っ

て
い

る
⽩

線
を

塗
り

直
し

要
望

。

当
該

箇
所

は
地

区
外

か
ら

の
通

過
交

通
が

ほ
と

ん
ど

な
く

、
主

に
地

域
住

 
の

 
活

道
路

で
あ

る
た

め
、

グ
リ

ー
ン

塗
装

と
「

通
学

路
」

の
標

識
は

不
要

と
判

断
。

⽩
線

の
塗

り
直

し
は

、
年

次
的

に
実

施
す

る
。

 
 

事
事

務
所

R2
年

度
以

降

8



対
策

内
容

対
策

者
実

施
時

期
対

策
要

望
・

危
険

な
状

況
通

し
番

号
道

 
路

 
名

道
路

管
理

者
学

校
名

60
浜

村
⼩

県
道

⼋
束

⽔
勝

⾒
線

県

①
ス

ピ
ー

ド
を

出
す

⾞
や

⼀
時

停
⽌

を
し

な
い

⾞
が

あ
る

。
交

通
ル

ー
ル

の
遵

守
の

指
導

等
を

し
て

ほ
し

い
。

②
道

幅
が

狭
く

、
⾞

ど
う

し
が

す
れ

違
う

時
、

歩
道

ま
で

⾞
が

は
み

出
し

て
し

ま
う

。
道

路
の

拡
張

、
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
の

設
置

等
を

要
望

。
③

横
断

歩
道

及
び

グ
リ

ー
ン

塗
装

、
ゼ

ブ
ラ

ゾ
ー

ン
が

剥
げ

て
き

て
⾒

え
に

く
い

た
め

、
塗

り
直

し
を

し
て

ほ
し

い
。

①
所

管
警

察
署

が
取

り
締

ま
り

強
化

や
交

通
安

全
指

導
を

⾏
う

。
②

歩
道

拡
幅

は
困

難
。

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

設
置

も
、

事
故

の
原

因
と

な
る

可
能

性
が

あ
り

困
難

。
③

横
断

歩
道

は
、

再
塗

装
を

検
討

す
る

。
④

グ
リ

ー
ン

ゾ
ー

ン
は

、
す

ぐ
に

は
困

難
だ

が
、

経
過

を
⾒

な
が

ら
優

先
順

位
を

決
め

実
施

す
る

。
⑤

ゼ
ブ

ラ
ゾ

ー
ン

は
、

再
塗

装
か

、
ラ

バ
ー

ポ
ー

ル
設

置
を

検
討

す
る

。

 
①

③
警

察
 

④
⑤

県

①
随

時
③

④
⑤

R2
 

3
年

度

61
逢

坂
⼩

県
道

１
９

８
号

鷲
峰

気
⾼

線
県

歩
道

脇
の

側
溝

の
蓋

が
な

い
箇

所
に

蓋
の

設
置

を
要

望
。

①
側

溝
の

蓋
が

あ
る

部
分

に
関

し
て

は
歩

道
幅

を
確

保
す

る
た

め
で

あ
り

、
無

い
部

分
は

⼗
分

な
歩

道
幅

が
確

保
さ

れ
て

お
り

、
設

置
不

要
。

通
学

指
導

の
徹

底
に

よ
り

安
全

確
保

を
図

る
。

②
草

が
伸

び
て

、
側

溝
が

⾒
え

な
い

場
所

は
、

バ
ス

停
の

近
く

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

除
草

を
検

討
す

る
。

 
①

学
校

 
②

県
①

随
時

②
R2

年
度

62
 

 
 

県
道

２
７

４
号

 
 

停
 

場
井

 
線

県
 

取
 

道
路

開
通

後
、

当
該

地
点

の
交

通
量

が
増

え
て

い
る

た
め

、
押

し
ボ

タ
ン

式
の

信
号

機
設

置
を

要
望

。

①
速

度
規

制
の

た
め

の
警

察
に

よ
る

取
り

締
ま

り
を

強
化

す
る

。
②

交
通

安
全

対
策

協
議

会
で

交
差

点
に

街
頭

指
導

で
⽴

つ
。

③
史

跡
公

園
整

備
に

あ
わ

せ
て

信
号

機
の

設
置

を
検

討
す

る
。

④
交

差
点

に
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
の

設
置

を
検

討
す

る
。

①
警

察
②

交
通

安
全

対
策

協
議

会
③

警
察

④
県

①
随

時
②

随
時

③
未

定
④

未
定

63
 

 
 

県
道

２
７

４
号

 
 

停
 

場
井

 
線

県
狭

い
道

だ
が

ス
ピ

ー
ド

を
出

す
⾞

が
⾒

ら
れ

る
。

ス
ピ

ー
ド

を
抑

⽌
す

る
マ

ー
カ

ー
等

の
設

置
を

要
望

。
速

度
規

制
や

路
肩

の
カ

ラ
ー

舗
装

が
実

施
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
以

上
の

対
策

は
困

難
。

児
童

に
対

し
、

通
学

時
の

安
全

指
導

を
⾏

う
。

学
校

随
時

64
 

 
 

市
道

栄
町

環
状

線
市

交
通

量
が

多
い

た
め

、
三

叉
路

に
ミ

ラ
ー

の
設

置
を

要
望

。
停

⽌
線

を
引

い
て

危
険

を
抑

⽌
す

る
。

産
業

建
設

課
Ｒ

2年
度

65
 

 
 

主
要

地
 

道
倉

吉
川

上
 

 
線

県
平

成
２

７
年

に
死

亡
事

故
が

あ
っ

た
交

差
点

へ
の

押
し

ボ
タ

ン
式

信
号

機
の

設
置

を
要

望
。

事
故

後
、

2箇
所

の
横

断
歩

道
標

識
を

夜
間

点
灯

式
の

も
の

に
取

り
替

え
て

い
る

。
①

横
断

歩
道

な
ど

の
道

路
標

⽰
が

、
不

明
瞭

な
箇

所
が

で
あ

る
の

で
、

塗
り

直
す

。
②

⾞
の

速
度

規
制

の
た

め
の

警
察

に
よ

る
取

り
締

ま
り

を
強

化
す

る
。

①
②

警
察

①
未

定
②

随
時

66
 

 
 

県
道

２
５

９
号

泊
絹

 
 

 
線

県
絹

⾒
か

ら
の

⾞
で

ス
ピ

ー
ド

が
速

い
⾞

を
⾒

か
け

る
。

バ
ス

停
付

近
に

通
学

路
や

減
速

の
表

⽰
等

を
要

望
。

①
バ

ス
停

の
標

識
が

、
樹

⽊
の

陰
に

な
り

、
⾞

か
ら

⾒
に

く
い

。
標

識
の

位
置

を
⾒

え
や

す
い

よ
う

に
変

更
す

る
。

②
通

学
⽤

バ
ス

停
あ

り
な

ど
の

看
板

を
交

通
安

全
対

策
協

議
会

や
保

護
者

の
会

な
ど

で
製

作
で

き
な

い
か

検
討

す
る

。

①
産

業
建

設
課

②
Ｐ

Ｔ
Ａ

・
交

対
協

①
R2

.8
実

施
済

②
未

定

67
 

 
中

市
道

中
学

校
１

号
線

市
街

灯
が

な
く

暗
く

て
危

険
。

防
犯

灯
と

し
て

の
照

明
設

置
を

地
元

地
域

（
補

助
申

請
は

市
へ

）
で

検
討

す
る

。
地

域
未

定

9



対
策

内
容

対
策

者
実

施
時

期
対

策
要

望
・

危
険

な
状

況
通

し
番

号
道

 
路

 
名

道
路

管
理

者
学

校
名

68
 

 
中

市
道

露
 

本
線

・
主

要
地

 
道

倉
吉

川
上

 
 

線
・

県
道

 
 

停
 

場
井

 
線

市
・

県

（
市

道
）

①
路

肩
が

狭
く

、
凹

凸
が

あ
る

。
②

暗
い

た
め

、
道

路
照

明
を

増
や

し
て

ほ
し

い
。

③
県

道
と

の
交

差
点

に
ガ

ー
ド

設
置

要
望

。
④

カ
ー

ブ
ミ

ラ
ー

の
汚

れ
（

県
道

）
⑤

倉
吉

川
上

 
 

線
の

線
路

北
側

が
暗

く
て

狭
い

。

①
本

格
整

備
は

史
跡

公
園

整
備

に
合

わ
せ

て
 

う
（

市
 

 
事

）
。

そ
れ

ま
で

は
、

破
損

等
あ

れ
ば

⼩
修

繕
で

対
応

す
る

（
市

⽀
所

産
建

）
。

②
折

れ
て

い
る

街
灯

（
照

明
灯

）
は

市
で

修
繕

対
応

す
る

。
(撤

去
・

設
置

）
③

管
理

者
（

県
）

が
設

置
を

検
討

す
る

。
④

管
理

者
（

市
）

で
清

掃
す

る
。

⑤
地

元
で

防
犯

灯
設

置
の

申
請

が
あ

れ
ば

、
市

は
設

置
可

能
。

道
路

の
幅

員
拡

張
は

、
⼟

地
買

収
も

必
要

と
な

り
、

対
応

困
難

。

①
 

 
事

事
務

所
・

⽀
所

産
業

建
設

課
②

⽀
所

産
業

建
設

課
③

県
④

⽀
所

産
業

建
設

課
⑤

地
域

→
⽀

所
産

業
建

①
随

時
②

R2
.8

撤
去

済
。

設
置

は
未

定 ③
未

定
④

R2
年

度
⑤

未
定

69
 

 
中

県
道

28
0号

俵
原

 
 

線
・

市
道

奥
崎

早
 

線
県

・
市

①
（

県
道

）
⾞

が
ス

ピ
ー

ド
を

出
し

、
横

断
が

危
険

。
②

（
市

道
）

⼤
坪

・
奥

崎
⽅

⾯
か

ら
の

⾞
か

ら
、

横
断

歩
道

の
端

に
い

る
⼈

が
、

障
害

物
で

⾒
に

く
い

。
渡

っ
て

す
ぐ

に
⾞

が
来

る
こ

と
が

あ
り

危
険

。

①
横

断
歩

道
に

⼈
が

⽴
っ

て
い

る
と

、
⾞

は
停

⽌
す

る
義

務
が

あ
る

。
警

察
が

取
り

締
ま

り
を

す
る

。
②

市
道

の
道

路
標

⽰
で

、
消

え
て

不
明

確
な

路
側

帯
の

塗
り

直
し

。
③

横
断

歩
道

標
 

の
 

側
２

 
の

削
除

。

①
③

警
察

②
 

 
事

事
務

所

①
随

時
②

R2
年

度
③

未
定
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